
定例教育委員会（6月度）議事録（要点筆記） 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

○開催日時  令和 3年 6月 1日（火） 

開会 15時 30分 閉会 17時 10分 

 

○開催場所  直方市役所 5階 502会議室 

 

  

２．出席者及び欠席委員の氏名 

○出席者 教 育 長 山本 栄司 

 教育委員 篠田 尊徳 中野 昭子 

  阿部 英子 内藤 誠治 

 

○欠席者 なし 

 

３．教育長、教育委員および傍聴人を除く外、出席した者の氏名 

教 育 部 長 安永 由美子 

学校教育課長 石丸 直哉 

学校教育課管理主事 村上 善道 

こども育成課長 塩田 礼子 

教育総務課長 熊井 康之 

文化・スポーツ推進課長 梅原 達巳 

 

４．教育長の報告 

① 福岡県市町村教育委員会教育長会議（WEB 会議）（5月 12日） 

今年度はWEB会議形式で実施 

② 北九州地区市町教育委員会連絡協議会役員会（5月 24日） 

教育委員の研修会は中止 

③ 5月定例教育長会（5月 24日） 

令和 2年度重点施策の達成状況、令和 3年度重点施策についてなど 

④ 教育長面談（5月 28日、31日、6月 2日） 

各校長の今年度の学校経営について、指導を実施 

⑤ 第二回直方市立中学校外部指導者選考委員会（5月 31日） 

直方第一中学校男子バスケ部と女子バレー部の外部指導者を決定 

⑥ 第五地区教科用図書採択協議会（5月 31日） 

今年度は調査、研究、選定作業はなし 

⑦ 辞令交付式（6月 1日） 

条件付きを解かれる者 1名に辞令を交付 

⑧ 6月定例校長会（6月 1日） 

 



５．議題及び議事の大要 

○協議事項 

・令和 2年度直方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての

点検及び評価報告書について（資料 1）【教育総務課長】 

 

教育総務課 

１．教育環境の整備・充実 

２．教育環境の整備・充実（学校における ICT活用の推進） 

３．食育の推進 

４．就学支援の実施 

 

阿部委員 トイレ洋式化率は達成率 78％で B 評価、中学校給食の注文者数は達

成率 86％で C 評価となっているが、評価には達成率以外の評価基準

があるのか。 

熊井課長 令和2年度は給食の無償化事業という特別な事情があったので注文者

数が増えており、今年度はもっと下がる見込みであることを考慮して

C評価を付けた。無償化の取り組みも含めて B評価が妥当だというこ

とになれば B評価にすることも検討する。 

山本教育長 達成率が何％あればどの評価という基準はあるのか。 

熊井課長 資料 1の 2ページに評価基準が示されている。 

 

学校教育課 

５．確かな学力の育成（学力の向上） 

６．豊かな心の育成 

７．健やかな体の育成 

８．特別支援教育の充実 

９．信頼される学校づくりの推進 

 

篠田委員 「いじめ」と「不登校」をひとまとめにして取り組むのは正しいのか。

こういった問題は数値で計るようなものではないと思う。法律がある

ので数値で評価せざるを得ないだろうが、評価の対象外というような

回答の仕方はできないのだろうか。他市の事例だが、子供の療育につ

いて病院が時間をかけて様子を見ると判断したことに対して、学校か

らは診断結果を急かされる、と相談を受けた。報告や結論を急がずに

「待つ」という選択は取れないものか。 

石丸課長 例えば不登校について全国、県、市町村レベルで数値が示されるため、

敏感になる部分がある。しかし数値以外の部分で学校はきめ細かく対

応しているし、県からもそういう指示が出ている。いじめに関しても

毎月無記名でアンケートを取り、情報を集めている。他市の事例につ



いては、状態を把握するために受診の結果が早く欲しかったのかもし

れないが、おっしゃる通り「待つ」ということは大事だと思う。 

篠田委員 学校のきめ細やかな対応は十分理解している。数値に見えない苦労を

先生方がされているのが分かるからこそ、数値だけで評価されるのが

申し訳なく感じる。数値だけでなく別の評価の方法があればありがた

いと思う。 

石丸課長 検討する。 

山本教育長 教育の現場ではいじめと不登校がひとまとめになることが多い。また

数値で表すような問題ではないのはその通り。ただ施策として打ち出

した時には実績がどうだったかという話になり、どうしても数値化せ

ざるを得ない。しかし学校の先生方の研修会や報告会等では数値より

も取組みの内容が中心になる。 

中野委員 教育長から報告会という話があったが、自身が相談を受けているお子

さんで、学校と折り合いがつかず養護学校に入っているが、その件の

報告はあったか。 

石丸課長 報告は受けている。 

阿部委員 未就学児に対する就学相談において、臨床心理士の先生が 99 件を一

人で対応したのか。 

石丸課長 就学相談の前にまず発達相談を行うが、こども育成課の保健師と分担

している。就学相談が年 2回あり、その時に使う資料を作成した件数

として 99件を挙げている。 

阿部委員 臨床心理士が短期間にたくさんの数を対応するのであれば、サポート

してあげる必要があると思った。 

石丸課長 一人で困難であれば、こども育成課や事務所のカウンセラーなどが手

伝うので、全てを一手に担っているわけではない。 

 

こども育成課 

１０．就学前教育の充実 

１１．発達支援の充実 

１２．子ども・家庭支援の充実 

 

中野委員 子育てガイドを作成して窓口で配布したとのことだが、何人くらいに

配布したのか。 

塩田課長 転入者や子どもの生まれた家庭などに、1,000部配布した。 

中野委員 対象となる世帯が 1,000世帯程度ということか。 

塩田課長 新たに子どもが生まれた世帯が 4～500 世帯程度、来庁者や転入者で

残り、といった具合である。 

中野委員 何歳の子どもが対象となるかが分からないが、子育てガイドを持って

いない世帯もあるということか。 



塩田課長 子育てガイドには学校のことまで書いてあるので、対象世帯は 0～15

歳の子どもがいる世帯になる。この事業が始まって 10 年弱になる。

当初はかなりの部数を用意していたが、ある程度行き渡っただろうと

いう判断の元、動きのある世帯に絞って配布することになり、1,000

部発行としている。 

阿部委員 発達支援の充実の項目で巡回回数90回に対し面談回数88回というこ

とだが、これは保育園の先生との面談ということか。 

塩田課長 どう計上したか確認する。 

阿部委員 支援を要する子が 74名いてフォローが半年で 305 回ともなると負担

が大きいのではと感じる。保護者と担任の先生との面談に同席すれば

自宅での様子も知ることができ、負担が減るのかなと思う。 

塩田課長 巡回相談が上がってきたらまずは保健師が対応して内容を確認する。

学級がまとまらないといったレベルだと専門家に入ってもらい、また

療育、病院受診に繋ぐ必要があれば臨床心理士や言語聴覚士の先生を

派遣することになっている。一人で対応するわけではなく、専門職複

数人で対応できるように体制を整えた。将来的には各保育園に専門職

を配置して1年間かけて発達段階を追いながら対応できるようにした

い。 

 

文化・スポーツ推進課 

１３．青少年の健全育成と交流体験活動事業の充実 

１４．青少年の健全育成と交流体験活動事業の充実 

１５．スポーツの振興 

１６．文化財の保護と学習機会の充実 

 

○報告事項 

・感田小学校屋内運動場の照明器具発火に関して（資料 2）【教育総務課長】 

 前回報告から下線部を追加。5月 22～24日に全灯 LED化工事が完了した。 

 

・令和 3年度直方市教育員会訪問実施要項（資料 3）【学校教育課管理主事】 

 実際に小中学校の子どもを見て、数値に表れない学校の取り組みや成果、課題を把

握し問題点、改善点を指導助言する。 

 

・6月補正について（資料 4）【文化・スポーツ推進課長】 

 コミュニティ助成事業助成金（感田二区公民館建替え） 

一般財団法人自治総合センターが公民館の建て替えを助成する事業を実施してお

り、市が代わって申請する。採択されると市に助成金が入るので、予算化して地域に

助成する。 

 



・直方市保育環境改善対策事業（新型コロナウイルス感染症対策支援）補助金交付要

綱について（資料 5）【こども育成課長】 

 保育所、認定こども園の新型コロナウイルス対策のために必要な備品費、人件費を

補助するもの。1園あたり 50万円、国の補助金が 1/2の事業である。 

 

・直方市地域子ども・子育て支援事業（特例措置分）における新型コロナウイルス感

染症感染拡大防止対策事業補助金交付要綱について（資料 6）【こども育成課長】 

 一時預かり事業および延長保育事業の新型コロナウイルス対策のために必要な備

品費、人件費を補助するもの。一時預かり事業については 1 園あたり 30 万円、延長

保育事業については 1 園あたり 25 万円、国と県の補助金がそれぞれ 1/3 の事業であ

る。 

 

・直方市低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯

以外の低所得の子育て世帯分）支給事業実施要綱について（資料 7）【こども育成課

長】 

 ひとり親以外の低所得家庭に補助金を給付するもの。児童一人当たり 5万円を支給

する。7月から申請受付開始。 

 

○その他 

・7月行事について（資料 8）【学校教育課管理主事】 

 資料参照 

 6月に予定されていた感田小学校、植木中学校の修学旅行を再度延期した。 

 

・県外視察について【学校教育課長】 

教育委員を対象に 2年に 1回、1泊 2日の県外視察が実施されているが、コロナ禍

にあるので参加するかを確認したい。 

 

・教科書採択について報告【学校教育課長】 

 自由社という出版社の歴史の教科書が認可されたので採択委員会に再度かけたが

採用しないこととなった。 

 

・会議録署名委員の指名について 

 篠田委員を指名 

 

６．閉会 

  



 

（署名） 

 

直方市教育委員会教育長 

 

山本 栄司 

 

 

 

（署名） 

 

直方市教育委員会教育委員 

 

篠田 尊徳 

 

 


